
第１学年１組 国語科学習指導案 

指導者 野澤 潤 

１．日時・場所 令和元年９月１８日（水） １３：４０～１４：２５      １年１組 教室 

２．単元名 なかよくなった 小さなともだち おしえるよ 

３．単元目標 学校で飼育している生き物を育てて気づいたことや膨らんだ思いを、家族に伝えるため  

      に必要な事柄を集めたり、集めた事柄の順序を考えたりしながら文章を書くことができる。 

  指導事項 「書くこと」 

現行学習指導要領 新学習指導要領 

ア 経験したことや想像したことなどから書くこ 

  とを決め，書こうとする題材に必要な事柄を 

  集めること。 

イ 自分の考えが明確になるように，事柄の順序 

  に沿って簡単な構成を考えること。 

ア 経験したことや想像したことなどから書くこ 

  とを見付け，必要な事柄を集めたり確かめた 

  りして，伝えたいことを明確にすること。 

イ 自分の思いや考えが明確になるように，事柄 

  の順序に沿って簡単な構成を考えること。 

  言語活動 「はっけん！なかよくなった おともだち」を書く 

 

４．評価規準 

（現行 評価規準） 

国語への関心・意欲・態度 書く能力 言語についての 

知識・理解・技能 

 生き物を育てて気付いたこと

や思ったことを伝えるために

必要な事柄を集めようとして

いる。 

 自分の伝えたいことが，相手

に伝わるように順序を考えよ

うとしている。 

 生き物を育てたり，観察した

りして気付いたことや思った

ことをカードに書いている。

（ア） 

 文書の書き出しと，伝えたい

内容を意識して順序を考えて

いる。（イ） 

 言葉には，事物の内容を表す

働きや，経験したことを伝え

る働きがあることに気付いて

いる。〔イ（ア）〕 

 

（新指 評価規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 言葉には，事物の内容を表す

働きや，経験したことを伝え

る働きがあることに気付いて

いる〔（１）ア〕 

 「書くこと」において，生き物

を育てたり，観察したりして

気付いたことや思ったことを

カードにメモを取り，その中

から必要な事柄を選んでい

る。（ア） 

 「書くこと」において，文章の

書き出しと，書いて伝えたい

順序を考えている。（イ） 

 学習の見通しをもって，伝え

たい事柄を集め，その中から

必要な事柄を選ぼうとしてい

る。 

 自分の伝えたいことが相手に

伝わるように順序を考え，家

族に伝える文章を書こうとし

ている。 

 



５．児童の実態 

 入学してから４か月、どの教科においても学ぶことが楽しいと感じながら知識を得たり、思考したり

している。興味や関心をもって取り組もうとする態度は見られるが、自分の思いを一方的に話したり、

人の話を最後まで聞くことができなかったりしたため、まずは話を聞くことから日常的な指導を積み重

ねてきた。夏休みに入る頃には、少しずつ話し手の顔を見て話を聞いたり、何を伝えようとしているの

かを考えながら聞いたりすることができるようになってきた。 

 これまでの学習では、読むことの領域で「はなのみち」で場面の様子の移り変わりを想像しながら絵

本を作ったり、「くちばし」で写真と説明文を組み合わせてくちばしの使い方を読み取ったり、「おむす

びころりん」では登場人物の行動を想像してから言葉のリズムを楽しんで音読劇をしたりした。話すこ

と・聞くことの領域では、「こんなことあったよ！１ねんせいにっき～おはなしタイム～」で休日の出来

事を書いた日記の内容を思い出しながら班の友達に伝えたり、「おもいでのたからものクイズ」で自分

の宝物をクイズ形式で紹介した後に、話の順序を考えてスピーチ活動を行ったりした。 

 本単元につながる、書くことの領域では、「こんなことあったよ！１ねんせいにっき」で６月から日記

を書き続けている。はじめは「いつ・どこで・だれが・なにを・どうした・そのときのきもち」に沿っ

て書いていたが、夏休み前になると、もっとたくさん書きたいという子が増えてきた。「すきなことを紹

介しよう」でも、自分が好きなことについて、好きになった理由や体験を加えて書くことに挑戦した。

夏休み前には、夏休みの絵日記を書くために様子を伝える言葉についても学習し、児童は「いつ・どこ

で・だれが・なにを・どうした・ようす・きもち」のキーワードを意識するようになった。 

 国語で身につけた基礎的な力を生かして、自分の考えや思いを、言葉を通して伝えたり、相手の伝え

たいことを理解したりしながら、他教科や日常生活でも活用できる姿を目指している。 

 

６．テーマについて（国語教育研究会常任委員会） 

（１）『生きてはたらくことばの力を育てる国語教室』 

（２）テーマのとらえ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科の学習場面で生かせる力⇒既習の活用 

 構成，表現，視点，人物，文体などの文章を読み解く

技術であったり，目的や相手に応じて書く技術であった

り。また，主観と客観のちがいを考えたり，根拠と理由

を使い分けたりするなどの思考力。さらにその考えをわ

かりやすくまとめたり伝えたりする表現力など。 

他教科・領域でも活用できる力⇒資質の能力の汎用性 

 「教科内で生きる力」で述べた，思考力などは，理科

や社会，総合等にも生きてくる。また、書くことの学習

で報告文の書き方や，推薦文の書き方，意見文の書き方

を学ぶことが他教科で考えをまとめる力につながる。 

豊かに他者とかかわり合う力⇒資質能力の汎用性 

 文学教材で学ぶ，道徳的価値，文学的価値は情緒面を

育み普段の生活に生かすことができる。また「教科内，

他教科で生きる力」で書いた内容は，委員会活動，異学

年交流，クラブ活動，朝会等にも生きてくる。 

カリキュラム・

マネジメント 

教科内の領域や

他教科等との関

連を構想する。 

実生活に 

   生きる力 

・読書生活 

・社会生活 

・日常生活 

など 

左の三つの力の

先に「実生活」

があり，これら

の力がついてく

ることで，実生

活に生きてはた

らく言葉の力が

つくと考える。 

生きてはたらく 

ことばの力 



 （３）『生きてはたらくことばの力と本単元とのつながり』～中Ｄ部会の研究方針～ 

 

  〈つけたい力〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①自ら進んで 言葉で考えたり 想像したりする力（思考力） 

 低学年は新しい出会いに興味や関心がある。この時期のやってみたいという思いや、必要感をも

って取り組む姿を大事にしたい。そのためには、教科書教材だけでなく、より身近な題材を設定す

る必要がある。また、単元のゴールや学習の見通しをもたせたり、何をするのかがわかる具体的な

課題設定や身につけた力を実感することができるふり返りを用意したりすることも手立てとなる。 

・身近な題材の設定      …生活科や日常活動との関連した単元計画 

・単元のゴールや学習の見通し …視覚でとらえられるワークシートや掲示物 

・具体的な課題設定やふり返り …学びの実感を得られるふり返りの視点 

 

 ②体験を通して心が動いたことを 自分の言葉で表現する力（表現力） 

 児童が主体的に取り組むためには、生活科や日常での体験や心が動いた場面を学習に生かすべ

きだと考えている。そして、その場面を自分の言葉で伝えたり、自分の思いを書いて表現したり

することが大切である。そのためには、心が動いた瞬間を生活科や日常生活の中で書きためるこ

とが必要である。また、新しい言葉に出会うことが、表現する方法を増やす材料になると考え、

日常的に新しい言葉に出会う活動を設定する。 

・書きためる活動     こんなことあったよ！１ねんせいにっき（月・金） 

表現する活動     はじめてさくぶん 

・新しい言葉との出会い …言葉の木（集めた言葉を整理、分析、増やす） 

 

 ③言葉を通して かかわり合う力（かかわり） 

 児童の学習を深めるためには、児童同士のかかわりが不可欠だと考えている。新しい考えや価

値観に出会うことで、自分の考えを広げたり深めたりすることができる。そのためには、低学年

のうちに人の話を聴く力を高めたい。ただ聴くだけでなく、相手の話を聴き出す力も高めたいと

考えている。また、相手の話を聴いてよかったという価値や、聴いたことでこうなったという実

感伴う機会をつくる。かかわりを通して身に付けた知識や言葉をつかうことで、実生活にも生き

る言葉の力になると考えている。 

・話を聴く力の育成   …ちょうかいのはなしをかこう 

・話を聴き出す力の育成 …日直のスピーチ 

             おもいでばなしタイム 

 ① 自ら進んで 言葉で考えたり 想像したりする力 

 ② 体験を通して心が動いたことを 

   自分の言葉で表現する力 

 ③ 言葉を通して 

   かかわり合う力 



７．単元について（他教科・他領域とのつながり） 

 （１）生活科との関連 

 生活科と国語科の学習は、関連をもたせて学習を進めることで、学習で身につけた力を生かすこと

ができる。生活科で生まれた児童の思いや、植物や動物に親しむ心、自分についての気づきを、国語

科で音声や文字といった言語で表現する方法を学び具現化する。その言語表現を児童自身や児童同士、

また児童に近い人物と交流したり学び合うことで共感が生まれ、児童の人間性が広がったり深まった

りすると考えられる。さらに、これらの学習を通して、身についた力が生活科や他教科、日常生活に

生かされる。つまり、生活科は生活科の単元、国語科は国語科の単元で完結するのではなく、生活科

と国語科が互いに関わり合い、繰り返されることで、児童の学びがより深まっていくと考えている。 

 

 

 

 

 （２）教材について 

 本単元に入る前に、生活科で動物に触れ合ったり、世話をしたりする。まず、６年生と多摩川で虫

捕りをし、生き物を飼育したいという意欲をもたせる。昆虫が苦手な児童は、自分が捕まえたザリガ

ニやトカゲなどの小さな生き物を学校に持ってきても良いことにする。また、同時期に野毛山動物園

の遠足も計画し、小動物に触れ、生き物を飼育するという意味を学ぶ機会も設定した。生活科では、

生き物を飼育する過程で、生き物の育て方を調べたり、もっと仲良くなる方法を考えたりする。そし

て、生き物の世話をすることで気付いた特徴を観察カードにメモしておく。ここまでの活動で、自分

が飼育している生き物への愛着を大きく膨らませてから、本単元の導入へとつなげていくこととする。 

 「なかよくなった 小さなともだち おしえるよ」の教える相手は、最も身近な関係である家族と

する。学校で飼育している生き物を観察して家族に伝えることは、思いを共有でき、１年生の児童に

とっては大きな意欲になるだろう。その際、目に見える発見のみを書くだけでなく、自分だけが気付

いた特徴や生き物の好きな場所や好きな動きといった生き物への愛着から生まれた視点も大事にし

たい。また、文章を書くことに加え、生き物の絵をそえることで、より具体的な言葉で説明ができる

ようにもさせたい。 

生活科  国語科 

きれいにさいてね わたしのはな 

「あさがおを そだてよう」 

 おおきくなった（書くこと） 

「あさがお かんさつめいじん」 

わくわくどきどき しょうがっこう 

「がっこうたんけんを しよう」 

 おもいだしてはなそう（話すこと・聞くこと） 

「がっこうで みつけたものを おしえるよ」 

なかよくなろうね 小さなともだち 

「小どうぶつやこんちゅうなどの  

            せわをしよう」 

 しらせたいな みせたいな（書くこと） 

「なかよくなった 小さなともだち  

               おしえるよ」 

かぞくにこにこ 大さくせん 

「かぞくを にこにこで いっぱいにしよう」 

 てがみで しらせよう（書くこと） 

（かぞくに おてがみを かこう） 

もうすぐ ２年生 

（１年生を ふりかえろう） 

 いい こと いっぱい、一年生（書くこと） 

（おもいでアルバムを つくろう） 

循環 

相互 



 （３）具体的な手立て 

  ①こんなことあったよ！１ねんせいにっき 

 ６月から、「いつ・どこで・だれが・なにを・どうした」と、そのときの「きもち」を分けて日記

を書いている。学校での出来事を書く日と、休みの日に何をしていたのかを書く日に分けて、週に

２度、１０分程度行っている。児童には、上手に書けなくてもいいから、思い出したことを自由に

書くように声をかけている。書いた日記の文章に間違えがあれば訂正し、共感的なメッセージを伝

えるために必ずコメントをしている。夏休み明けからは、「きもち」を分けずに書ける用紙に変更し

ている。日記を書き続けることによって、書き慣れることと、書いて表現する楽しさを感じてもら

いたい。またそれによって、文章を書くことに自信がつき、言葉で表現する書く活動にも意欲的に

取り組めるようになると考えている。 

 

  ②言葉の木 

 毎日、「文詩集かわさき」に掲載されている作文を読んで、初めて知った言葉や表現を葉っぱの形

に切った色画用紙に書いて掲示している。児童は、葉っぱが増えることを喜んでいる。また、学習

で文章を書く際に、掲示してある言葉を「真似してもいいですか」と聞く児童もあらわれ、自分の

言葉として取り入れようとする姿も見られるようになってきた。本単元の学習前には、集まった言

葉を整理しながら、生き物の様子を表現する語彙を増やしていきたい。 

 

  ③観察カード 

 毎日、観察カードを書くようにする。アサガオの観察で使用した、アサガオフォンを用いて観察

をする。アサガオフォンは、アサガオに声をかけるとアサガオの言葉が聞こえる秘密道具（糸電話

のようなもの）である。生き物に声をかけて観察したり、名前を付けたりすることで、自分だけの

生き物という愛着をもたせ、自分が見つけた特別なことをメモできるように支援する。 

 

  ④生き物の絵と交流 

 本単元に入る前に、図工の時間で飼育している生き物の絵を描く。そこに、観察をして気付いた

特徴を書き込んでいく。その絵をグループで見せ合いながら、生き物の説明をする時間を設定する。

友達の説明を聞きながら、もっと詳しく知りたいことや、具体的な特徴について質問し合う。この 

時間を作ることによって、書くことに必要な事柄を増やすことができる。交流は、書いた文章を書

き直すためではなく、書くための種を見つける場として行う。 

 

  ⑤「おもいでのたからものクイズ」 

 ７月に、話すこと・聞くことの単元で「おもいでのたからものクイズ」を行った。クイズを通し

て、自分の宝物について紹介したい事柄を集めてから、日直のスピーチを行った。その際、紹介す

るために必要な事柄の話す順序を考えている。順序は、自分が一番伝えたいことを聞き手に伝える

ためには、どの順序で話をすると良いのかを考えて番号をふった。この経験が、本単元で書く事柄

の順序に沿って簡単な構成を考える力にもなっている。 

 

 

 



８．学習指導計画（８時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科「なかよくなった 小さなともだち おしえるよ」 

次 時 【 】評価規準 

☆ 評価方法 

○主な学習活動 

・予想される児童の反応 

・指導上の留意点 

一 １ 

 

 

 

 

 

 

 ○これまで書いてきた生き物カードをふり返る。 

・こんなにたくさんカードを書いたんだ。 

・ぼくのバッタのピョンは、草を食べるところが  

 かわいいんだよ。 

・わたしのヤモリは、スルスルって壁を登れるの 

 がすごいでしょ。 

○学習の目的を知り、見通しをもつ。 

・仲良くなった小さな友達のことを、家族に教え 

 たいな。 

・図工で描いた絵も家族に見せたいな。 

・友達や先生は教室で見ているから家族に向けて 

 書こう。 

・お母さんにびっくりしてほしいな。 

・集まったカードを読み返

し、生き物への思いを、

思い出すことができるよ

うにする。 

・仲良くなった生き物を誰

に伝えたいのかを考えさ

せ、家族に向けて「はっ

けん！なかよくなった 

おともだち」を教えるこ

とを確認する。 

・家族に言ってもらいたい

ことを考えることで、学

習への意欲を高める。 

二  

 

２ 

 

 

 

 

 

【関】生き物を育

てて気付いたこ

とや思ったこと

を伝えるために

 

 

○観察の観点に沿って生き物カードを書く。 

・色や形を書くといいんだ。 

・何かをしている時の仕草を観察して書こう。 

・好きな食べ物や好きな場所を見つけよう。 

 

 

・参考作品を教材とし、観

察の観点を考えるように

する。 

 （文詩集かわさき活用） 

生活科「なかよくなろうね 小さなともだち～いきもののせわをしよう～」 

【小単元目標】 

①生き物に触れ合ったり、餌をやったりすることで命を感じ取り、関心をもって接しようとする。 

 ・１年６年交流「６ねんせいとむしとりをしよう」 

 ・多摩川で捕まえた生き物を飼育する。 

②生き物に触れ合ったり、世話をしたりすることで、自分と同じように生きていることに気付くと 

 ともに、生命を大切にしようとする。 

 ・校外学習「のげやまどうぶつえんで、ちいさないきものとふれあおう」 

 ・生き物ともっと仲良くなる方法を考えたり、観察したりする。 

図工科「なかよくなった 小さなともだち えにかくよ」 

・生き物を飼育して気付いたことやだれかに話したいことを、 

 絵に描いて表す。 

「はっけん！なかよくなった おともだち」をかいて おしえよう 



 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

必要な事柄を集

めようとしてい

る。 

 

 

【書】生き物を育

てたり，観察した

りして気付いた

ことや思ったこ

とを観察カード

に書いている。 

☆観察カード 

☆図工の絵 

☆気持ちカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関】自分の伝え

たいことが，相手

に伝わるように

順序を考えよう

としている。 

【書】伝えたい内

容を意識して順

序を考えている。 

☆観察カード 

 

【書】文書の書き

出しと，集めたカ

ードの順序を意

識して書いてい

る。 

☆下書き 

 

 

・頭を撫でるとかわいい顔をするんだよ。 

・どうして壁を登れるのだろう。調べてみよう。 

・アサガオフォンから声が聞こえたよ。 

 

 

○図工で描いた絵に、観察して気付いた特徴を書 

 き込み交流する。 

・目が小さくてかわいいです。 

・足が６本あるよ。 

・右のハサミの方が大きいんだ。 

・しっぽの方が黒くなっているの。 

 

 

○生き物を育てて膨らんだ思いを、きもちカード 

 に書く。 

・はじめは怖かったけれど、育てていくうちにな 

 かよしになったよ。 

・名前を付けたら、家族のように大事にしたいと 

 思うようになった。 

・いっしょにいると、気持ちが分かるようになっ 

 てきたんだ。 

 

○伝えたいことを中心に、生き物カードの順序を 

 考える。 

・わたしが一番伝えたいことは最初にしよう。 

・色や形→好きな食べ物→好きな動きの順序にし 

 よう。 

・このカードは使わなくてもいいかな。 

 

 

 

 

○書き出しを考える。 

・どこで捕まえたのかをはじめに書こう。 

・自分がつけた名前を書くといいかな。 

○下書きをする。 

・いっぱい書けたよ。 

・書き出しの次に何から書けばいいのか悩む。 

・読み返したらよく分からない文章だな。 

 

・観点を児童と整理する。 

・アサガオフォンを使って

声をかけたり、不思議だ

なと思うことを調べたり

するように声をかける。 

・これまで観察したことを

絵の周りに書き込むよう

にする。 

・特徴が書き込めたら、班

の友達に説明をしたり、

伝わらない言葉を質問し

てもらったりする。 

 

・観察したことではなく、

飼育する中で生まれた思

いを書くようにする。 

・生き物の気持ちを想像す

るように伝える。 

・イメージがわかない児童

のために、いくつか例文

を用意する。 

 

・前単元「おもいでのたか

らものクイズ」で考えた

順序を思い出すように声

をかける。 

・児童と一緒にお手本の観

察カードを、並べ替えて

から取り組む。 

 

 

 

・書き出しの例を提示し、

真似ても良いことを告げ

る。 

・原稿用紙の使い方を確認

する。 

・書いた文章を読み返すよ

うに声をかける。 

 

（
本
時
） 



７ 

 

 

 

 

 

 

８ 

【言】言葉には，

事物の内容を表

す働きや，経験し

たことを伝える

働きがあること

に気付いている。 

☆活動 

○清書をする。 

・読む人が読みやすいように丁寧に書こう。 

・書き直してもいいのかな。 

・早く家族に読んでもらいたいな。 

 

 

 

○友達と読み合う 

・家族に伝えたいことがしっかりと書けたよ。 

・友達の文章を読むと、もっと書きたいことがで 

てきた。 

・最後まで書けたから自信がついた。 

・鉛筆の持ち方やひらがな

の部屋を意識させる。 

 

 

 

 

 

・読んだ文章は、良いとこ

ろを見つけることで、書

いてよかったという思い

をもてるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 生き物カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活科「なかよくなろうね 小さなともだち～いきもののせわをしよう～」 

③生き物に触れ合ったり、世話をしたりしたことについて、自分なりに考えたり工夫したり、ふり 

 返ったりして、知ったことや気付いたことを友達に伝えようとしている。 

 ・飼っている生き物の世話の仕方や様子を、自分の考えた方法で表現する。 

   



９．本時の指導（５／８） 

（１） 目標 家族に伝える「はっけん！なかよくなった おともだち」を書くために必要な観察カード 

の順序を考える。 

（２） 展開 

【 】評価規準 

☆評価方法 

 ○主な学習活動 

 ・予想される児童の反応 

 ・指導上の留意点 

 

【関】自分の伝え

たいことが，相手

に伝わるように順

序を考えようとし

ている。 

☆活動 

 

【書】 

伝えたい内容を意

識して順序を考え

ている。 

☆ワークシート 

○「はっけん！なかよくなった おともだち」を   

 書く、目的と相手を確認する。 

・目的は、生き物を育てて初めて知ったことや、  

 観察して気付いたこと、生き物への思いを家族 

 に伝えて、自分の成長を知ってもらうこと。 

 

○これまで書いた生き物カードの中で、家族に一 

 番伝えたいカードを選んで発表する。 

・わたしは、かんさつカードがいいです。はじめ 

 て知ったことが書いてあるからです。 

・ぼくは、きもちカードを伝えたいです。お世話 

 をしてバッタが大好きになったからです。 

・ぼくは、しいくカードがいいです。家族が知ら 

 ないことを伝えたいからです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○一番伝えたい生き物カードを決めて、伝えたい 

 内容に合うカードを選んだり、集めたカードの 

 順序を考えたりする。 

・初めて知ったことを伝えたいから、観察カード 

の中から選ぼう。 

・僕が一番伝えたいカードはきもちカードだな。 

・たくさんカードがあるけど、全部伝えたいな。 

 カードの順番はどうしよう。 

・きもちカードは必要だよ。でも、しいくカード 

 はなくてもいいかな。 

 

・これまでの学習の積み重ねを思 

 い出せるような教室環境を整え 

 ておく。 

 

 

 

・生き物カードを色分けする。 

 かんさつカード…白（気付き） 

 きもちカード…ピンク（思い） 

 しいくカード…青（調べたこと） 

・何を伝えたいのかを明確にする 

 ために、選ぶ観点を整理しなが 

 ら板書をする。 

［観点例〕 

・初めて知ったこと 

・観察して気付いたこと 

・育てて生まれた思い 

・家族が知らないこと 

・好きになった理由 

 

 

 

 

・板書の選ぶ観点から、何を伝え

たいのかを明確にすることで、

伝えたいカードを選んだり、順

番を考えたりする判断材料とす

る。 

 

 

 

 

 

 

つたえたいことをきめて、いきものカードのじゅんじょをかんがえよう。 



○選んだカードを友達と読み合って感想を伝え 

 合う。 

・一番伝えたいカードをはじめに書くと、もっと 

 伝わると思うよ。 

・バッタが好きな気持ちが伝わってきたよ。 

・よく観察していることが分かったよ。 

 

○振り返りをする。 

・一番伝えたいことは、初めて知ったことです。 

 最初にそのことを書いて、最後に気持ちを書こ 

 うと考えました。 

・バッタが好きになった気持ちを一番伝えたいで 

 す。家族に分かってもらいたいから、最初に書 

 きます。 

・調べて分かったことが家族に知ってほしいこと 

 です。たくさんカードがあるから、真ん中にし 

 ます。 

・一番伝えたいカードと、なぜそ

の順番にしたのかを伝えるよう

にする。 

・良さを認めることで、今後の活

動に意欲や自信がもてるように

する。 

 

・一番伝えたいことと、カードの

順番を考えた理由を書ける振り

返りシートを用意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



本時の流れ（８／８時間目）１年１組（国語科） 

（１）目標 「はっけん！なかよくなった おともだち」を読み返し、生き物を育てた経験とそこで 

   生まれた気持ちを伝える文章が書けたことに気付く。 

（２）展開 

【 】評価規準 

☆評価方法 

 ○主な学習活動 

 ・予想される児童の反応 

 ・指導上の留意点 

 

【言】言葉には、事

物の内容を表す働

きや,経験したこ

とを伝える働きが

あることに気付い

ている。 

☆ワークシート 

○家族に向けて書いた 

「はっけん！なかよくなった おともだち」 

 を読み返し、書いてどんな思いをもったのかを

発表する。 

・書けてよかったよ。自信がついたよ。 

・早くお母さんに読んでもらいたい。 

・みんなにも知ってもらいたいな。 

・生き物のことをよく観察したんだなと思った 

 

 

 

 

○書いた文章を、友達と読み合い、伝わってきた

ことや文章の良いところを交流する。 

・生き物の様子がくわしく書いてあって分かりや

すいよ。 

・生き物の特徴がよくわかったよ。 

・バッタが大好きなことが伝わってきました。 

・ぼくもカマキリを飼ってみたくなったよ。 

 

○文章を書いて「できた」「よかった」「成長した

な」と思ったことを振り返る。 

・生き物を詳しく観察できたと思います。 

・育てていたバッタの好きなところが伝えられる  

 ようになったよ。 

・自分が伝えたいことが伝わる文章が書けたよ。 

・生き物を育てて、家族に伝え  

 る文章を書いた今、何を思うの 

 か自由に発表するようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことばでつながる 

●友達の思いを交流し、書いてよ

かったという思いをもてるよう

にする。 

・付箋に書いて、「はっけん！なか  

 よくなった おともだち」に貼 

 るようにする。 

 

・集まった付箋を「文章の良さ」 

 「生き物のこと」「自分のこと」 

 で分けるように伝える。 

・振り返りを書く前に、発表する

ことで、振り返りの視点を膨ら

ませる。 

・文章を書く良さにも触れる。 

 

 

 

 

 

 

 

「はっけん！なかよくなった おともだち」をよみかえして、

せいちょうしたことをはっぴょうしよう 

「はっけん！なかよくなった おともだち」を書いて、家族の他にも伝えたい思いが生まれ

たのかを問いかける。それが生活科の３次「なかよくなったいきものを ともだちにつたえ

よう」につながる。 


